
道路上のデジタルサイネージ広告掲出にかかる

実証実験を踏まえた今後の取り扱いなどについて

令和５年１２月２０日

大阪市屋外広告物審議会

資料１
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1. 道路上のデジタルサイネージ広告掲出にかかる実証実験を
踏まえた今後の取り扱い

・デジタルサイネージの規制の現状と前回審議会の内容

・バスロケーションシステム、バス停上屋への添加広告
実証実験の結果
今後の対応案

2. 路上変圧器への広告掲出
概要と経過
実証実験の結果
今後の対応案

本日の議事
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2. 道路区域内に設置する場合

道路占用許可基準において広告物を掲出できる物件を規定
例：電柱・バス停留所上屋・バス停留所標識・アーケード・消火栓標識

「地域における公共的な取組に要する費用への充当を目的とする広告物」等

デジタルサイネージの掲出は認めていなかったが、掲出要望が増加

一般通行や景観への影響等の懸念があることから一定の制限をかける必要があるため、「デジタルサ
イネージ広告設置にかかる取扱いガイドライン」を定め、案内板やバス停上屋などの一部の物件で静止
画切替り広告のみ認めている。

バスロケーションシステム、バス停上屋についてデジタルサイネージによる動画広告の掲出要望有り

1. 民地に設置する場合
大阪市屋外広告物条例に規定された壁面看板等の基準を適用

１－１ デジタルサイネージ設置に関する規制の現状
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【審議内容】
• 道路区域内におけるデジタルサイネージによる動画掲出の実証実験の実施
• 実証実験の実施にあたっての検証項目

【いただいたご意見】
① 滞留調査について
滞留の有無の報告は人数と滞留時間の情報をいただきたい。

➢ 事業者に調査への反映を依頼。

② 光過敏性発作への配慮について
動画掲出にあたっては、光過敏性発作への配慮を行っていただきたい。

➢ 事業者に動画作成の際に激しい点滅はさせないなどの配慮を依頼。
➢ 子ども連れの歩行者への調査も実施。

１－２ 前回審議会の内容といただいたご意見
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1. バスロケーションシステム添加広告（参考資料１）

2. バス停上屋添加広告（参考資料２）

１－３ 実証実験の報告（バスロケーションシステム等）

➢ サイネージの明るさ、景観との調和、歩行者への通行支障、子どもへの
影響などの調査項目において、バス停利用者および歩行者からは、バス
ロケーションシステム、バス停上屋のいずれにおいても概ね肯定的な意
見であり、滞留なども見受けられなかった。

➢ 一方で、車道に面したデジタルサイネージについて、交通上の支障や
事故はなかったが、回答したドライバーの約１割が「運転に影響があ
りそう」と回答しており、事故につながるのではないか、といった否
定的な意見も複数あった。
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１－４ 今後の対応案（バスロケーションシステム添加広告等）

➢ 歩道に面した表示は、バスロケーションシステムやバス停上屋の添加広
告など、デジタルサイネージの掲出を認めているものについて動画掲出
を認める。

➢ 急激な場面転換は行わないなど、サイネージでの広告掲出には一定の基
準が必要であるため、ガイドラインを改定する。

➢ 車道に面した表示は現時点での動画掲出を見送る。

➢ 御堂筋、土佐堀通などの重点届出区域（国道２号地区を除く）は、民地
内に設置するデジタルサイネージの基準として静止画のみ（切替わり間
隔15秒以上）と定められていることから、道路上においても同様の取
扱いとする。
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１－５ デジタルサイネージ広告設置にかかる取扱いガイドライン（改定案）
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• 道路上では、電柱、バス停などを除いて原則広告掲出は認められておらず、路上変圧器
での広告掲出はこれまで実施した事例はない。

• 一方で、令和２年7月に国土交通省より直轄国道における通知が出されており、路上変圧
器に添加する広告物の取扱いについて、公共的な情報の発信を行う際に、商業広告も含
めた広告設置も可能とされた。（具体的な基準はなし。）

• 大阪市では、これまで掲出要望もなかったことから、広告面の大きさやデジタルサイ
ネージの掲出方法など、掲出にあたっての具体的な基準は定めていない。

• 他都市においても実証実験を実施しているが、本格運用の事例はない。

• 今回、電力事業者より路上変圧器への広告掲出の要望があった。

• 路上変圧器への広告掲出は初めてとなること、変圧器へのラッピング広告及び変圧器上
部へのデジタルサイネージ設置などについて具体的な基準は定められていないことから、
今般、実証実験を行った。

２－１ 路上変圧器における広告掲出の概要と経過
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２－２ 路上変圧器における広告掲出の概要

広告掲出可

サイネージ
掲出可

（歩道）

（車道）

• 防災・観光情報等の公共情報の発信を
目的とする。

• 商業広告を掲載し、公共情報の発信費
用に充当することが可能。

• 本来の機能や道路景観が著しく損なわ
れるものではないこと。

• 広告の表示面は、車道から路上変圧器
に正対して正面の車道及び左側の壁面
以外。

• 路上変圧器上部または壁面へのサイ
ネージの添加が可能。（ただし、路上
変圧器の幅を超えないものであるこ
と。）
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２－３ 実証実験の結果（路上変圧器）

➢ 今回の実証実験において明らかな通行支障などは見られなかった。

➢ 「街並みになじんでいるか」という問いに８割以上が「なじんでいる」

と回答しているが、広告掲出自体が初めてであり、基準策定にあたって

は景観に配慮した基準が必要と考えられる。

• 路上変圧器の実証実験結果（参考資料３）
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２－４ 今後の対応案（路上変圧器）

• 掲出にあたっては基準策定が必要であり、本格導入は見送る。

• 基準策定にあたっては、課題の検討が必要。

【考えられる課題】

➢ 道路上への掲出数
街区に１つ、同一路線でのデザイン統一 など

➢ 公共広告の掲出割合

➢ 広告掲載面
フルラッピング、掲載面の限定 など

➢ デジタルサイネージの取扱い
デジタルサイネージの可否
掲出の基準（大きさ）、本体デザインとの調和 など
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【地下部分】
平成27年3月・・・・・・鉄軌道施設内で切替り広告を許可
平成31年3月・・・・・・地下街で切替り広告を許可
令和元年7月・・・・・・鉄軌道施設内において動画広告許可
令和３年12月以降・・・・地下街で動画広告許可

【地上部分】
平成30年3月・・・・観光案内板で切替り広告を許可
平成31年4月・・・・BRT社会実験におけるバス停留所上屋・バス

停留所標識で切替り広告を許可
令和４年４月・・・・地域情報板で切替り広告を許可
令和５年７月以降・・バスロケーションシステム等での

動画広告の実証実験を実施

（参考）道路区域内におけるデジタルサイネージ設置にかかるこれまでの経過
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物件
電柱添加
看板

バス停留所
上屋

添加看板

照明式バス
停留所
標識添加
看板

消火栓標識
添加看板

アーケード
統一添加
看板

突出看板
道路照明灯
バナー

街路灯
バナー

案内板
添加看板

占用
主体

本体占用物件の維持管理を行っている事業者 本体占用者
店舗・ビルオー

ナー等

公共的な取組の
実施主体

（地方公共団体、
町会、ＮＰＯ等）

本体占用者

設置
目的

占用物件の維持管理費用への充当
商業施設等の自
家用広告物

地域活性化を目
的としたイベント
等の費用への充

当

占用物件の維持管理費用への充
当

デジタル
サイネー
ジ
許可
状況

－
〇

（公共広告のみ）
－ － - － － ○

動画
静止画
（切替り）

－
静止画
（切替り）

－ － - － －
静止画
（切替り）

備考
大阪メトロ
今里ライナー

経済戦略局
観光案内板
道頓堀

道路協力団体

（参考）道路区域内（地上）に設置されている広告物の種類
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（参考）道路上の広告掲出物件の事例

広
告

広
告

広
告

広
告

広告

広
告

電柱 街灯 バスロケーション
システム

バス停上屋
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・面積は2㎡以下
・表示面は上屋の幅、
高さの範囲内

など

・表示面の3分の1以下
・表示は最下段
など

・出幅は0.8m以下
・路面から4.5m以上、
歩道内では2.5m以上

など

・突出式
縦1.2m以内、
横0.45ｍ以内

・巻付式
縦1.5m以内

など
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